






─ Kimble v. Marvel Entertainment, LLC, 
 135 S. Ct. 2401 （2015） ─
  藤 野 仁 三
Ⅱ　イスラエルを合衆国市民の出生地とするパスポートの 
記載と大統領の非承認権限
─ Zivotofsky v. Kerry, 135 S. Ct. 2076 （2015） ─




─ Kimble v. Marvel Entertainment, LLC,  





























































































































































































































































（ 7）　法廷意見 III,　Kimble, at 2410─11.。


























（ 3）再販売の制限，（ 4）競合品の取り扱い制限，（ 5）排他的ライセンス







































るが，合衆国第 7巡回区控訴裁判所の Richard Posner裁判官（同裁判官は
「法と経済」分野で大きな影響力をもつ学者でもある）からも出されている。
Posner裁判官は，Scheiber v. Dolby Lab., 293 F. 3d 1014 （7th Cir. 2002）判決
において「Brulotte判決は学者のみならず実務家からも批判されている」と
指摘している。 （See Wei─Lin Wang, A Study on the Legality of Royalty Collection 
Clauses after Expiration of Patent Rights, 15 J. MARSHALL REV. OF INTELL. PROP. L. 
213, 219 （2016）.


















（LabCorp. of Am. Holdings v. Metabolite Lab., 548 U.S. 124 （2006））それから
6年後，最高裁は「プロメテウス事件」で一転してバイオマーカー特許を認
めないとする全員一致の判決を下した。この事件の法廷意見を執筆したのが
メタボライト事件で反対意見を執筆した Breyer裁判官である。藤野仁三
「代謝物を利用した治療方法の特許適格性」比較法学46巻 2号224─235頁
（2012年）参照。
